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【コ メ ン ト】 金 徳鉉
プサンは、今、21世 紀に向けて東アジアの中心都市として浮かびあがるため、経済特区を
推進 している。ここで、一世紀前の20世 紀初めの釜 山を考察 した論文を読む ことは非常に興
味深いと思 う。発表者は 日本帝国主義(日 帝に略称)強 占期の都市発展に焦点を当て、"日本
人に特別な存在であった釜山1"に っいて考察 している。これは現代韓国地理学者たちがこれ











2)こ の論文では詳細に考察 していないが、植民地都市の重要な特性になる原住民 と植民者
達 との居住地分化に注 目したい。近代都市は植民地支配過程で形成されなが ら、植民者達の居
住地が原住民の居住地と違 う所に形成 され、そこが新 しい中心繁華街として成長 し、近代都市




1韓 国歌 手趙容弼 の"帰 れ釜 山港へ"が 日本人が ノスタル ジアを感 じる歌謡 として韓 国歌謡 の中で 日本 人に最 も親近感
を持 たれ る理 由の一つ は"海 から接近す る人の心"を 歌 ったか らである と思われ る。
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で、最も典型的な居住地分化が見られたと思われる2。 したがって、 日本植民地時代釜山(釜
山府)と いうのは実際 日本人の都市だった と言っても間違いないだろう。一方、朝鮮時代東莱









日本人が埋め立てて新 しく開拓 した新市街地釜山;そ して倭館 という日本人の長い歴史的縁故
地を出発点にして近代都市が形成 された釜山;立 地 ・土地領域 ・場所等、空間の3大 要素が釜
山で一致したことを意味すると見られる。
今も釜山のCBDの 中区の中央洞 ・光復洞 ・南浦洞等は全部 日本人が開拓 した地区だ。少 し
前まで市庁 と主要公共機関が密集 していた中央洞は 日帝時代"大 倉町"、 現在最 も繁華街の光






する。そ して、 日本人は開拓した新市街地の中にある竜頭山に神社を置き、それに"近 代植民
都市の景観landmark"的 な役割を持たしたとい う。 さらに、"海 を舞台にして生きる者の夢"







ある。名前が`東 莱'か ら`釜 山'に 変わったが同一の地域圏に属 していた。従って 日帝が開
発 した新市街地釜山は伝統的釜山地域の一部 として見ることが釜山を理解する良い方法だと思
2日 帝によ る1914年 行政 区域改編 で、 日本人居住地 の新市街 地 と隣接地域 が釜 凵」府 で都市に属 して、東莱 の伝 統邑治
と農村 地域が東莱郡 になって村 落 として残 され た。 この ような状態 は 日帝末期の1936年 まで続け られ たが次第 に釜山




地図を比較することが役に立つと思 う(地 図参照)。 これらの地図によると朝鮮時代東莱府が
現代釜山広域市の主要部を管轄 していた。 日帝時代には今の釜山市中区と釜山鎮区あたりに釜







東莱府は朝鮮時代以来、 日本 との窓口の役割を担当した し、 日本の植民地化が最 も先に浸透 し
た地域だ。
東莱邑治があった東莱区を釜山の一部に含めて、朝鮮時代の伝統都市の脈を象徴する鎮山の
輪山の下に立地 した旧市街地 と、 日本神社がある竜頭山を囲む新市街地の対照が明 らかにな
る3。東莱から草梁まではかなり遠い距離だが、 ソウルの景福宮がある北岳山の下に旧市街地




る開放性、鉄道に隣接 した立地 と整然とした街路が近代都市の特徴 として見 られる。植民地都
市でこのような二つの空間構造は空間的に分離されながら機能的には支配 と被支配の二重構造









2)こ の発表 と直接的なかかわ りはないが、『東アジア都市形態の文化史』 とい うシンポジ
ウムの大主題 とかかわって、この機会に討論者の希望を明らかにしたい。東アジア都市を、特
に歴史的な考察における東アジアの歴史的正体性を強調するべきだ。東アジアの都市は、西欧
3東 莱は 日帝時代 に朝鮮時代の 旧市街地 と知 られてい るよ りは温泉地 として紹介 された(新 光社,1930,『 日本地理風俗
大系』朝鮮(下)、 温泉郷東莱 と海運台、p.10.)。 朝鮮時代 邑治ではない"余 暇遊興地"東 莱 とい う認識 が韓:国の高齢層
を支配 してきた。
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近代百余年の植民地支配 ・戦争 ・急速な産業化 と都市化によって、伝統的な都市空間構造は
破壊され忘れ られた。 しかし最近その価値が再評価 されて空間的にも再生 される趨勢だ。
成熟段階に入った産業化と都市化過程で住民たちは都市 ・地域正体性を要求 して、都市環境
と生活空間の美 しさを追求 しながら都市に対 しても景観生態学的関心が増 されている。そして
自治団体の場所魅力増進の必要性等によって、伝統都市景観は再評価も推進 されている。この




21世 紀の新 しい東アジアを展望するこの国際シンポジウムでも、関心の焦点を伝統 と現代
の共存とい う観点で東アジア都市の固有の正体性を現代的に証明する機会になることを望んで
いる。
(慶尚大学校師範大学)
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